
質問事項 質問内容 回　　答

1
過去の類似事業につ
いて

 過去に同様の事業を取り組んだことあるか？その際の成果と
課題もご教示ください

 完全に同様の事業ではないが、ワーケーションツアーの実施
という部分については、令和３年度から令和５年度にかけ、
県内のテレワーク環境及び地域のヒト・モノ・コトに触れて
もらうツアーを実施し、地方に関心のある県外在住の参加者
が、実際に福島県を知る契機となった。一方、情報発信の効
果が限定的であったことが課題であった。

2
「広域連携エリアの
設定」について

　県で特にワーケーション誘致を促進したいエリアや市町村
はあるか？

　本プロポーザルへの参加に際しては、県の意向は考慮せず
に企画提案をいただきたい。具体的に実施するエリアや市町
村については、プロポーザル終了後、契約候補者となった段
階であらためて調整を行う。

3
「広域連携エリアの
設定」について

　「２つ以上の市町村に跨るエリア」を設定する際に、各地
域区分を跨がない方が良いか？

　質問にある「各地域区分」について、県地方振興局の所管
地域（県北、県中等７つの地域）という意味であれば、特に
制限するものではない。
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